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長井浜公園整備事業が始まります

✿
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園
で
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域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
✿
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　市では、平成27年 3月「行橋市海岸地域
観光振興基本構想」を策定しました。「食べる」・
「観る」・「遊ぶ」・「学ぶ」を兼ね備えた総合的
な観光拠点づくりを行い、来場した方が「来て
よかった。また来たい」と思える地域づくりを、
また、市民も観光による波及効果と地域の活性
化に参加できるまちづくりを目指しています。
　その構想に基づき、これまで市ではビーチバ
レーボールフェスタやシーサイドハーフマラ
ソン等、四季折々のイベントを開催してきまし
た。今後はイベント時だけでなく、一年を通じ
て海岸地域を訪れていただくために、来訪者の
憩いの場となる公園整備を長井地区にて行い
ます。

　この公園には海岸でのビーチスポーツはも
ちろんですが、潮干狩り等のレジャーでも安心
して楽しめるように、シャワー室や更衣室、ト
イレを備え、海岸地域の情報発信の拠点となる
クラブハウスの整備と、民間の飲食店を誘致す
ることも検討しています。
　今年度より、設計や造成・クラブハウスの建
築工事に着手し、公園としては、平成31年度
の供用開始を目指しています。

【問合せ】
　市都市政策課 市街地整備係
　℡ 25-1111（内線 1372、1373）

※画像はイメージです。今後詳細な設計を行います。



　ビーチバレーボールフェスタ期間中、行橋
駅と今元小学校と長井浜会場を結ぶ無料シャ
トルバスを運行します。
　運行時間は 15 日（土）については 13 時
30 分から 21 時 30 分まで（行橋駅からの最
終便は 20 時予定。会場からの最終便は 21
時 30分予定）。16日（日）・17日（月・祝）
については、7 時から 18 時まで（行橋駅か
らの最終便は 16 時予定。会場からの最終便
は 18時予定）。
☆シャトルバス時刻表については、市ホーム
ページをご覧ください。
☆車でお越しの方は、臨時駐車場
《今元小学校（約100台）》をご利用ください。

●問合せ　
市教育委員会 スポーツイベント課　
　℡ 25-1655

観覧無料

　今年で 3 回目を迎える“ゆくはし ビーチバレーボール フェスタ”！
トッププロのハイレベルなプレー、高校生大会、そして長井浜カップと
今年も盛りだくさんの２日間となっています。皆さまのご来場をお待ちしています。

29．7．1　②

7 月 15 日（土）・16 日（日）・１７日（月・祝） 開催‼

会場：長井浜海水浴場
ゆくはし ビーチバレーボール フェスタ 2017

シャトルバスを
ご利用ください

日　時 開催内容

7 月 15 日（土）
　　　9 時～

・高校選手権 男子予選（予定）
・前夜祭　☆ 14 時～ 20 時 30 分

7 月 16 日（日）
9 時～ 18 時

・ジャパンビーチバレーボールツアー第４戦  行橋大会
　男女予選・本戦
・全日本ビーチバレーボール ジュニア選手権、マドンナカップ
　福岡県予選　高校生男女別２人制予選

7 月 17 日（月・祝）
　9 時～ 18 時

・ジャパンビーチバレーボールツアー第 4 戦　行橋大会
　男女準決勝・決勝
・全日本ビーチバレーボール ジュニア選手権、マドンナカップ
　福岡県予選　高校生男女別２人制決勝
・長井浜カップ　混成ビーチバレー大会

　その他、プロチームとのエキシビジョンマッチや、
メキシコビーチバレーボールチームも参加するなど、
めったに見ることのできない貴重な試合です !
この機会にぜひお越しください。

☆ 15日（土）・16日（日）・17日（月・祝）の
3日間は、地元特産および飲食物の販売
もしています！
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※駐車場には限り
 がありますので、
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◆日時：7月15日（土）
　　　　開場14時　開演15時
　　　　（終演予定20時30分）
◆場所：長井浜海水浴場　
　　　　特設ステージ
　　　　

入場無料
　◆出演アーティスト
・KG
・Natural Radio Station
・RamJamVendors 
　　feat.Danger SHU
・ボギー
・A n n a
・MAI　

　◆肉祭 出店者
・胡座 イタリアン
・朝魚朝菜　義
・アジアンダイニング ジョナ
・コロコロ炭焼亭 本舗
・みやこ町 よってこ四季犀館
・GranZ（ｸﾞﾗﾝｼﾞ）
・行橋市観光協会

真夏の太陽のもと、開放的なビーチでの野外音楽イベント！

美味しいグルメとお酒と一緒に☆

これを機にフェスデビューしてみませんか ?

　なにかと、話題のふるさと納税。
行橋市もそれなりの努力を重ねた結
果、28 年度は１億７千万円、前年度
比３倍強という納税を得た。当市に
おいては軽自動車税に匹敵する金額
であり、最早、第５の自主財源を獲
得したと言っても過言ではない。
　ところが、例によって世間は広い
のである。数十億円単位で、納税額
を獲得している自治体が数多く存在
するのだ。
　数十億円とは！
　正直、羨ましくもあり、反面、少々
危なっかしい気がしないでもない。
　過熱だとの報道が続き、批判が収
まらなければ、制度の縮小、廃止と
いった事態を招くのは必定だろう。
一抹感じる危なっかしさとは、そう
いうことだ。当然、多額のふるさと
納税を奪われる側の自治体からは、
制度に対する怨

えん さ

嗟の声さえ漏れ伝わ
ってくる（「返礼品は出しません」と
宣言する、肚の据わった自治体も、
なくはないが）。
　言うまでもなく、どこかが得をすれ
ば、どこかが、損をするのが世の常。
つまりこの制度はゼロ・サムが基本と
いうことを押さえておかねばならない。
　ところで我が行橋の向かうべきは
奈辺に？
　自分を育んでくれた愛するふるさ
とに納税をして、少しでも恩返しを
するといった美しい制度の趣旨に則
し、返礼品を止め、ふるさと納税額
ゼロでもやせ我慢するのか？
　あるいは地場産業と二人三脚よろ
しく、更に返礼品を充実させ、納税
額 10 億円超えを目指すのか？
　遅ればせながら、後者の方向で我
が市も走り出した訳だが市民諸兄の
お考えは如何なものだろうか。

行橋市長　田中　純

市長のコラム⑤

　ふるさと納税

果物のシーズンまもなく到来！
今が旬☆ おすすめの返礼品は ?

　　　　

ふるさと納税について　詳しくは…

行橋市ふるさと

　

　京築初

　　あの天才少年画伯！
　◆モンドくんの似顔絵屋さん
　

行橋駅から
無料シャトルバス
をご利用ください♪

●問合せ　
　商業観光課　内線 1221　

☆ジビエ炭火焼
☆ジビエスペアリブ

☆塩焼きそば
☆豚のバジル焼

☆牛丸焼き
☆ロブスター

☆ローストチキン
☆ローストポーク

☆鶏炭火焼
☆牛サイコロステーキ

　

　　　　
　独特の感性とタッチで一
度見たら忘れられない絵を
描く、モンドくん。
 そんな彼が似顔絵屋さんを
してくれます (*^O^*) 
この機会にぜひ！

（有料です）

　

　肉祭‼

食と音楽のイベント‼
　シーサイドフェスティバル ＆ 肉祭
　

7 月 15 日（土）前夜祭

夏の海を盛り上げるイベント！

音楽にのりながら飲んで、食べて楽しもう！

☆ビール
☆カクテル
☆ソフトドリンク

お友達同士、
ファミリーでも♪

お友達同士や
ファミリーでも♪
お気軽にお越しください

　

　　※販売予定
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●
大
規
模
な
古
代
の
役
所
●
　

　
６
月
16
日
、
国
の
文
化
審
議
会
が

文
化
財
と
し
て
の
重
要
性
か
ら
福
原

長
者
原
官
衙
遺
跡
（
南
泉
１
丁
目
）

の
史
跡
指
定
に
つ
い
て
、
文
部
科
学

大
臣
に
答
申
を
行
い
ま
し
た
。
国
の

史
跡
は
我
が
国
に
と
っ
て
歴
史
上
ま

た
は
学
術
上
の
価
値
が
高
い
遺
跡
に

指
定
さ
れ
る
も
の
で
、
市
内
で
は
御

所
ヶ
谷
神
籠
石
に
続
く
２
例
目
と
な

り
ま
す
。

　
福
原
長
者
原
官
衙
遺
跡
は
、
東
九

州
自
動
車
道
の
建
設
に
伴
い
発
掘

調
査
さ
れ
た
大
規
模
な
古
代
の
官

衙
（
役
所
）
遺
跡
で
す
。
平
成
８
年

か
ら
27
年
に
か
け
て
福
岡
県
や
行
橋

市
の
教
育
委
員
会
に
よ
る
調
査
が
行

わ
れ
、
東
西
・
南
北
が
そ
れ
ぞ
れ
約

１
５
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
溝
や
屋

根
付
き
の
回
り
廊
下
、
大
型
の
門
や

建
物
の
跡
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
役
所
で
使
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
硯

す
ず
り

な
ど
の
遺

物
も
出
土
し
ま
し
た
。
そ
う

し
た
調
査
の
成
果
か
ら
、
こ

の
役
所
は
、
飛
鳥
時
代
か
ら

福ふ

く

ば

る原
長ち

ょ
う
じ
ゃ者
原ば

る

官か

ん

が衙
遺
跡

　が
国
指
定
の
史
跡
に

奈
良
時
代
（
６
９
０
年
〜
７
５
０
年

頃
）
に
か
け
て
、
改
修
や
建
て
替
え

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
使
用
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
モ
デ
ル
は
奈
良
の
藤
原
宮
●

　
福
原
長
者
原
官
衙
遺
跡
は
同
じ
時

期
の
地
方
官
庁
跡
と
は
規
模
・
形
態
・

造
営
時
期
に
つ
い
て
際
立
っ
た
特
色

が
あ
り
ま
す
。

　
規
模
は
地
方
官
庁
と
し
て
は
極
め

て
大
き
く
、
九
州
を
統
括
し
た
大
宰

府
政
庁
に
並
ぶ
も
の
で
、
確
認
さ
れ

て
い
る
国
府
政
庁
の
中
で
も
屈
指
の

規
模
を
誇
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
き
な
八
脚
門
が
あ
る

こ
と
や
、
役
所
の
平
面
形
が
藤
原
宮

（
飛
鳥
時
代
に
造
営
さ
れ
た
日
本
で

最
初
の
首
都
の
政
庁
）
を
モ
デ
ル
と

し
て
い
る
点
か
ら
国
府
を
し
の
ぐ
極

め
て
重
要
な
行
政
施
設
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
作
ら
れ
た
時
期
は
７
世
紀
末
と
地

方
官
庁
と
し
て
は
古
く
、
８
世
紀
半

ば
の
終
焉
ま
で
の
変
遷
が
た
ど
れ
る

点
も
貴
重
で
す
。

●
「
豊
前
の
中
心
」
を
裏
付
け
●

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
遺
跡
は

一
般
の
国
府
よ
り
早
く
整
備
さ
れ
た

官
庁
で
、
成
立
当
初
に
は
国
府
を
し

の
ぐ
重
要
な
官
庁
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
古
代
律
令
国
家
の
地
方
統
治
や
地

方
行
政
施
設
の
実
態
を
知
る
う
え
で

非
常
に
重
要
で
、
当
時
の
行
橋
が
豊

前
の
国
の
政
治
や
行
政
の
中
心
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
遺
跡
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
▶速報展を開催します。
　これまで行った調査の成果を報告するもので、
入場は無料です。
会期：7月 1日（土）〜 8月 31日（木）
会場：行橋市歴史資料館　（火曜休館）　　　　　
　　　
▶記念講演会を実施します。
　研究報告や専門家の記念講演を実施します。入
場は無料です。申込みは市文化課（内線 1168）へ。
会期：8月 5日（土）14時〜 16時 30分
会場：行橋市中央公民館　　

大型の八脚門と
回廊の跡

遺跡の復元イメージ図。中央が正殿と呼ばれる大型
の建物です。役所の建物のまわりは屋根付きの廊下
や大きな溝で囲まれていました。

高
速
道
路
の
南
側
に
整
備
さ
れ
た

史
跡
広
場
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★
継
続
申
請
の
方
は
こ
ち
ら

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
と
き
は
申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
と
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま

す
。

　
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
払
い
（
追
納
）
も

で
き
ま
す
（
２
年
度
を
過
ぎ
る
と
加
算
金

が
つ
き
ま
す
）。
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
が
、
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま

す
。

※
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
が
、
継
続
申
請

を
選
択
さ
れ
た
方
は
下
段
の
★
の
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得

が
基
準
額
以
下
の
場
合
や
、
失
業
し
た
場

合
等
は
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
の

納
付
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
３
／
４
免
除
等
の
一
部
免
除

の
承
認
を
受
け
て
も
、
残
り
の
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
「
全
額
を
納
め
て
い
な
い

期
間
（
未
納
）」
と
同
じ
取
り
扱
い
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
年
金
手
帳
　
　
　
②
印
鑑

③
失
業
し
た
方
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

等
（
コ
ピ
ー
可
）
が
必
要
な
場
合
あ
り

④
代
理
人
に
よ
る
申
請
は
、
代
理
人
の
身

分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
等
）。
委
任
状
が

必
要
な
場
合
も
あ
り

※
税
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
申

告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
６
月
か
ら
の
申
請
が
済
ん
で

い
な
い
方
は
、
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ

月
前
の
月
分
ま
で
遡
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
に

該
当
す
る
方
は
、
申
し
出
（
選
択
）

に
よ
り
、
継
続
申
請
が
可
能
で
す
。

　
前
回
ま
で
の
申
請
で
継
続
申
請
を

選
択
し
、
か
つ
全
額
免
除
ま
た
は
納

付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
方
は
、
毎
年

の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次

の
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
継
続
申
請
を
選
択
し
全
額
免
除
ま

た
は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
て
い

る
が
、
今
回
も
免
除
等
申
請
が
必
要

な
方
】

①
失
業
に
よ
る
特
例
で
、
承
認
さ
れ

た
方
。

②
免
除
区
分
を
、
３
／
４
免
除
等
の

一
部
免
除
に
変
更
し
た
い
方
。

③
納
付
猶
予
か
ら
全
額
免
除
へ
変

更
可
能
な
方
。

※
注
意
　
継
続
申
請
を
選
択
し
て

い
て
も
、
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
継
続
申
請
は
終
了

し
、
翌
年
度
か
ら
新
た
に
免
除
等
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
年
度

も
、
一
部
免
除
等
の
申
請
は
で
き
ま

す
。

平
成
29
年
度

　国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
と

　
　
　
　
　納
付
猶
予
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

申
請
免
除
制
度

（
全
額
免
除
・
３
／
４
免
除
・
半
額
免
除
・

１
／
４
免
除
）

　
50
歳
未
満
の
方
は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
が
基
準
額
以
下
の
場
合
や
、
失
業
し
た
場

合
等
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

（
世
帯
主
の
所
得
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
）。

納
付
猶
予
制
度

　
学
生
納
付
特
例
と
法
定
免
除
（
１
級
、

２
級
の
障
害
年
金
や
生
活
保
護
法
に
よ
る

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
）
が
あ
り
ま

す
。
ま
だ
届
出
や
申
請
が
済
ん
で
な
い
方

は
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
免
除
制
度

　
免
除
お
よ
び
納
付
猶
予
の
承
認
期
間
は
、

平
成
29
年
７
月
か
ら
平
成
30
年
６
月
ま
で

で
す
。

※
注
意
　
不
慮
の
事
故
等
に
あ
わ
れ
た
後

（
初
診
日
の
後
）
に
申
請
し
て
も
、
遡
っ
て

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
障
害
年
金
等
の
申
請

に
必
要
な
納
付
要
件
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
申
請
は
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
期
間

申
請
に
必
要
な
も
の

７月
　3 日
　 から

国民年金係からのお知らせ

問合せ（申請場所）
市 国保年金課 国民年金係
TEL　２５－１１１１

（内線 1115、1116）
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ゆくゆく Information

今
回
の
交
通
安
全
県
民
運
動
で

は
、
次
の
３
点
を
重
点
に
、

交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

１ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
～
横
断
歩
道
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
推
進
～

　
運
転
者
は
子
ど
も
や
高
齢
者
に
対
し
、
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
高
齢
の
方

は
運
動
能
力
に
応
じ
た
安
全
運
転
を
心
掛
け
、
歩
行

者
は
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

２ 

飲
酒
運
転
の
撲
滅

　
飲
酒
運
転
は
「
絶
対
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な

い
」
そ
し
て
「
見
逃
さ
な
い
」
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
二
日
酔
い
な
ど
ア
ル
コ

ー
ル
の
影
響
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

３ 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
自
転
車
は
「
車
両
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、「
自

転
車
安
全
利
用
五
則
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
自
転
車
運
転
者
講
習
に
つ
い
て

　
危
険
行
為
（
信
号
無
視
、
酒
酔
い
運
転
、
通
行
区

分
違
反
な
ど
）
を
３
年
以
内
に
２
回
以
上
繰
り
返
し

た
自
転
車
運
転
者
に
は
、
自
転
車
講
習
の
受
講
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
し
な
い
場
合
は
、
５
万
円

以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

●問合せ　市市民相談室
　TEL ２５ - １１１１（内線 1388）夏の交通安全県民運動を実施します！

7 月 10（月）から 19 日（水）まで

【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

連歌講座の受講者を募集します !

連
歌
は
、
五・七・五
と
七・七
を
複
数
の

参
加
者
が
読
み
継
い
で
作
品
を
完
成

さ
せ
る
伝
統
あ
る
文
芸
で
、
行
橋
市

で
は
今
井
祇
園
祭
の
行
事
と
し
て
室
町
時
代
か

ら
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
文
化

に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
今
年
も
連
歌
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

※
参
加
料
は
無
料
で
す
。

◇
日
時
・
場
所

　
・
第
１
回
　
７
月
22
日
（
土
）　
今
井
浄
喜
寺

　
・
第
２
回
　
８
月
19
日
（
土
）　
須
佐
神
社

　
い
ず
れ
も
13
時
～
17
時

◇
対
象
者

　
中
学
生
以
上

◇
申
込
み
・
問
合
せ

　
７
月
11
日
（
火
）
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
文

化
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平成 29 年度 第 13 回行橋連歌大会 ●問合せ　市教育委員会 文化課　
　TEL ２５ - １１１１（内線 1167）

◇申込先
〒８２４－８６０１ 行橋市中央 1-1-1
行橋市教育委員会 文化課
ＴＥＬ：２５- １１１１（内線 1167）
ＦＡＸ：２５- １５８２
Ｅメール：bunkaka@city.yukuhashi.lg.jp

昨年の様子

各
分
野
で
活
躍
す
る
講
師
の
講
演
を
聴
講
で
き

る
、
５
回
シ
リ
ー
ズ
の
公
開
講
座
で
す
。
参

加
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
程
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
７
月
15
日
（
土
）「
男
女
共
同
参
画
」

・
７
月
29
日
（
土
）「
働
き
方
改
革
」

・
８
月
26
日
（
土
）「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

・
11
月
11
日
（
土
）「
経
営
者
が
推
進
す
る
女
性
活
躍
」

・
平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　「
メ
デ
ィ
ア
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

※
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
～
15
時

◇
場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
原
町
３
‐
１
‐
７
）

◇
一
時
保
育

　
生
後
６
カ
月
～
就
学
前
（
一
人
３
０
０
円
／
日
）

　
※
２
週
間
前
ま
で
に
要
予
約

◇
申
込
期
限
　
各
講
座
実
施
日
の
前
日
ま
で

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」

℡ 

０
９
２
‐
５
８
４
‐
１
２
６
１

FAX 

０
９
２
‐
５
８
４
‐
１
２
６
２

■「
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
支
援
事
業
」
参
加
者
募
集

　
育
児
休
業
中
の
不
安
や
悩
み
を
解
消
す
る
た
め
の
交

流
会
等
を
10
月
下
旬
に
２
日
間
開
催
し
ま
す
。
８
月
中

旬
か
ら
募
集
を
開
始
予
定
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
内
容
　
講
座
（
託
児
有
）、
保
育
所
体
験
、
交
流
会

・
対
象
者
　
育
児
休
業
中
の
女
性

・
募
集
人
員
　
10
人
程
度
（
先
着
順
）

・
参
加
費
　
無
料

・
問
合
せ
　
福
岡
県
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
　
　
　
　
℡ 

０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
３
９
１

新しい視点で学ぶ～講座「働く女性と社会」 参加者募集～

⑦　29．7．1

◇
検
査
手
数
料

非
自
動
は
か
り

①
検
出
部
が
電
気
式
ま
た
は
光
電
式
の
も
の

②
棒
は
か
り
ま
た
は
光
電
式
以
外
の
ば

　
ね
式
指
示
は
か
り
の
う
ち
、
直
線
目

　
盛
が
あ
る
も
の
は
２
５
０
円

①
②
以
外
の
も
の

・
分
銅
ま
た
は
定
量
お
も
り
、
も
し
く
は

　
定
量
増
お
も
り
は
1
個
に
つ
き
10
円

※
最
小
の
目
量
ま
た
は
感
量
が
ひ
ょ
う

　
量
の
１
万
分
の
１
未
満
の
も
の
に
あ

　
っ
て
は
、
２
倍
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

計量器定期検査のお知らせ ●問合せ　指定定期検査機関　一般社団法人福岡県計量協会
　　　　　℡０９２-９３９- ２９４５

計
量
法
に
基
づ
き
、
は
か
り
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
は
か

り
を
取
引
・
証
明
に
使
用
し
て
い
る
方
は
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。
検

査
の
対
象
は
商
店
や
事
業
所
で
取
引
や
証
明
用
に
使
用
し
て
い
る「
は
か
り・

分
銅
・
お
も
り
」
で
す
。
大
型
の
は
か
り
（
ひ
ょ
う
量
が
３
０
０
kg
を
超
え
る
も
の
）

の
検
査
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひ
ょ
う
量

手
数
料

１
０
０
kg
以
下

１
４
０
０
円

２
５
０
kg
以
下

１
８
０
０
円

５
０
０
kg
以
下

２
２
０
０
円

５
０
０
kg

超

３
１
０
０
円

ひ
ょ
う
量

手
数
料

１
０
０
kg
以
下

５
０
０
円

２
５
０
kg
以
下

９
０
０
円

５
０
０
kg
以
下

１
５
０
０
円

◇
検
査
日
程
・
場
所

日　程 場　所

7 月 19 日（水）
10 時～ 12 時 仲津公民館　℡ ２２‐１００１
13 時～ 15 時 今川公民館　℡ ２５‐１０７０

7 月 20 日（木）
10 時～ 12 時 延永公民館　℡ ２４‐７４０１
13 時～ 15 時

行橋南公民館
℡２３‐６７００7 月 21 日（金） 10 時～ 12 時

13 時～ 15 時

7 月 24 日（月） 10 時～ 12 時
13 時～ 15 時

サンワークゆくはし
℡２４ ‐ ８８１１

ゆくゆく Information

■
教
育
委
員
会
と
は
…

　
行
橋
市
教
育
委
員
会
は
、
教
育
長
と
４

人
の
委
員
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

任
期
は
、
教
育
長
が
３
年
、
委
員
は
原
則

４
年
で
す
。

　
教
育
長
は
、
人
格
が
高
潔
で
教
育
行
政

に
関
し
識
見
を
有
す
る
方
か
ら
、
委
員
は
、

教
育
、
学
術
お
よ
び
文
化
に
関
し
識
見
を

有
す
る
方
か
ら
、
市
長
が
議
会
の
同
意
を

得
て
任
命
し
ま
す
。

　
教
育
長
職
務
代
理
者
は
、
教
育
長
が
委
員

の
中
か
ら
指
名
し
、
教
育
長
が
職
務
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
や
教
育
長
が
欠
け
た

場
合
に
、
教
育
長
の
職
務
を
行
い
ま
す
。

■
教
育
委
員
の
任
務
と
は
…

　
教
育
委
員
は
、
月
１
回
の
教
育
委
員
会

定
例
会
で
、
教
育
行
政
に
お
け
る
重
要
事

項
や
基
本
方
針
・
施
策
な
ど
の
審
議
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
施
設
や
教
育

現
場
の
実
態
把
握
を
行
う
ほ
か
、
市
長
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
の
意
見
交
換
や
、
他
市
町

教
育
委
員
と
の
合
同
研
修
を
通
じ
て
課
題

等
の
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
教
育
委
員
の
活
動

　
教
育
基
本
方
針
の
決
定
と
評
価
、
学
校

訪
問
等
に
よ
る
所
管
施
設
の
訪
問
、
各
種

行
事
へ
の
参
加
等

※
５
月
に
、
小
学
校
５
校
お

よ
び
中
学
校
３
校
を
対
象
と

し
た
前
期
学
校
訪
問
を
行
い
、
各
学
校
の

経
営
方
針
や
課
題
等
に
つ
い
て
学
校
長
や

教
職
員
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
校
の
研
究
発
表
会
へ
の
参
加
、
11
月

に
行
わ
れ
る
後
期
学
校
訪
問
と
併
せ
て
、

毎
年
度
全
学
校
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

行
橋
市
教
育
委
員
会
の
紹
介

■教育長・教育委員一覧と任期
職　名 氏　名 任　期

教育長 笹山 忠則 平成 27 年   4 月   1 日～平成 30 年   3 月 31 日

教育長
職務代理者 末次 龍一 平成 29 年   4 月   1 日～平成 33 年   3 月 31 日

委員

水谷 知子 平成 29 年   4 月   1 日～平成 31 年   3 月 31 日

金澤 精子 平成 26 年   7 月 26 日～平成 30 年   7 月 25 日

大宮 克弘 平成 27 年 12 月 25 日～平成 31 年 12 月 24 日

【問合せ】市教育委員会 教育政策課　℡ 25-1111（内線 1342）

▲5月の定期学校訪問の様子
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ゆくゆく Information

家
庭
介
護
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
講
座
で
は
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
、
さ
せ
な
い
た
め
の
日
常
の
知
識
を
は

じ
め
、
介
護
に
対
す
る
正
し
い
考
え
方
や
方
法
、
家

庭
介
護
を
支
え
る
行
政
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
活
用
の
た

め
の
知
識
な
ど
、
す
ぐ
に
役
立
つ
知
識
、
技
術
を
習

得
で
き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

◇
日
程
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

①
７
月
22
日
（
土
）
10
時
～
13
時

　  「
最
新
の
認
知
症
ケ
ア
と
予
防
」

①
７
月
29
日
（
土
）
10
時
～
13
時

　  「
食
事
の
介
護
と
口
腔
ケ
ア
」

◇
場
所
　
サ
ン
ワ
ー
ク
ゆ
く
は
し

◇
対
象
者

　
家
庭
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
高
齢
者
の
自
立
を
目

指
し
た
お
世
話
や
家
庭
で
の
介
護
方
法
な
ど
に
つ
い
て

学
び
た
い
方
、
介
護
の
基
本
を
学
び
直
し
た
い
方

◇
募
集
人
員
　
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◇
申
込
方
法

　
麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
よ
り
本
人
宛
て

に
、
申
込
確
認
書
と
会
場
の
地
図
等
の
事
務
連
絡
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

【
申
込
み
先
】

　
麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　
〒
８
１
２
‐
０
０
１
１

　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
３
‐
25
‐
24

　
八
百
治
ビ
ル
４
階

　
℡ 

０
９
２
‐
４
３
２
‐
６
２
６
６

　
FAX 

０
９
２
‐
４
８
２
‐
０
４
５
３

「家庭介護介助者養成講座」受講者募集 ●問合せ　市介護保険課　
　TEL ２５ - １１１１（内線 1174）

「行橋市子ども議会」を開催します ●問合せ　市教育委員会 教育政策課
　　　　　TEL ２５ - １１１１（内線 1342）

平
成
28
年
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
行
政
や
議
会
の
し
く
み
を
学
び
、
市
政
・
議
会
活

動
へ
の
関
心
を
高
め
る
機
会
の
一
環
と
し
て
、
第
２
回
目
と
な

る
「
行
橋
市
子
ど
も
議
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
行
橋
市
内
の
小
学
校
６
年
生
お
よ
び
中
学
生
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
24
人

が
、
普
段
生
活
し
て
い
る
中
で
市
に
対
し
て
感
じ
た
疑
問
、
市
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
の
意
見
な
ど
に
つ
い
て
、
子
ど
も
議
員
と
し
て
市
に
対
し
質

問
・
提
案
を
し
ま
す
。

　
行
橋
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
８
月
20
日
（
日
）　
10
時
開
会

◇
場
所
　
行
橋
市
役
所
東
棟
６
階
　
行
橋
市
議
会
議
場

※
傍
聴
席
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
子
ど

も
の
保
護
者
や
関
係
者
を
優
先
し
ま
す
の
で
、
他
の
方
は
議
場
の
外
の
モ

ニ
タ
ー
で
の
傍
聴
と
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
６
月
11
日
、
子
ど
も
議
員
を
対
象
と
し
て

第
１
回
事
前
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
田
中
市
長
か
ら
子

ど
も
議
員
24
人
へ
一
人
ひ
と
り
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
行
橋
市
役
所
や
行
橋
市
議
会
に
つ
い
て
学
び
、
子
ど
も

議
会
の
代
表
で
あ
る
子
ど
も
議
長
を
２
人
選
び
ま
し
た
。

市長から当選証書を手渡される子ども議員

実際に議場に入り見学する子ども議員たち

　「選手と関係づくりできてますか？～チームを回す
ためのコミュニケーションのコツ～」をテーマに、
人間環境学博士の河津 慶太さんを講師に迎えて講
義・実技を行います。参加は無料です。

◇日時　7 月 30 日（日）
　　　　9 時～ 12 時（受付 8 時 45 分から）
◇場所　苅田町総合体育館（苅田町殿川町 1-30）

平 成 2 9 年 度  地 域 ス ポ ー ツ 指 導 者 研 修 会
◇対象者
　小・中・県立学校教職員、総合型地域スポーツク
　ラブ関係者、その他関心のある方
◇申込期限　7 月 20 日（木）

【問合せ】
　福岡県教育庁京築教育事務所 社会教育室
　℡ 0979-83-3601

※運動できる服装で
　お越しください。

⑨　29．7．1

家
庭
介
護
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
講
座
で
は
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
、
さ
せ
な
い
た
め
の
日
常
の
知
識
を
は

じ
め
、
介
護
に
対
す
る
正
し
い
考
え
方
や
方
法
、
家

庭
介
護
を
支
え
る
行
政
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
活
用
の
た

め
の
知
識
な
ど
、
す
ぐ
に
役
立
つ
知
識
、
技
術
を
習

得
で
き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

◇
日
程
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

①
７
月
22
日
（
土
）
10
時
～
13
時

　  「
最
新
の
認
知
症
ケ
ア
と
予
防
」

①
７
月
29
日
（
土
）
10
時
～
13
時

　  「
食
事
の
介
護
と
口
腔
ケ
ア
」

◇
場
所
　
サ
ン
ワ
ー
ク
ゆ
く
は
し

◇
対
象
者

　
家
庭
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
高
齢
者
の
自
立
を
目

指
し
た
お
世
話
や
家
庭
で
の
介
護
方
法
な
ど
に
つ
い
て

学
び
た
い
方
、
介
護
の
基
本
を
学
び
直
し
た
い
方

◇
募
集
人
員
　
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◇
申
込
方
法

　
麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
よ
り
本
人
宛
て

に
、
申
込
確
認
書
と
会
場
の
地
図
等
の
事
務
連
絡
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

【
申
込
み
先
】

　
麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　
〒
８
１
２
‐
０
０
１
１

　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
３
‐
25
‐
24

　
八
百
治
ビ
ル
４
階

　
℡ 

０
９
２
‐
４
３
２
‐
６
２
６
６

　
FAX 

０
９
２
‐
４
８
２
‐
０
４
５
３

行
橋
校
区

《
今
川
》
今
川
ダ
ム
・
今
川
大
橋
付
近
・
新
今
川
橋

下
《
長
峡
川
》
亀
川
・
法
務
局
・
統
計
事
務
所
・

裁
判
所
前
・
天
理
教
前
・
行
橋
小
付
近
・
杭
田
井

堰
・
新
長
峡
川
橋
・
御
蔵
下
橋
《
井
尻
川
》
宮
市

橋
・
真
須
田
橋
・
須
賀
里
橋
付
近
・
秋
桜
橋
付
近
・

西
宮
市
４
‐
９
付
近

行
橋
南
校
区

《
今
川
》
文
久
井
堰
・
今
川
橋
下
流
・
内
新
地
井
堰
・

大
和
町
横
・
鉄
橋
上
流
・
鉄
橋
下
・
大
野
井
入
口

付
近
・
消
防
署
横
・
今
井
渡
橋
上
流
・
渡
橋
下
流

付
近
・
若
葉
町
付
近
・
南
公
民
館
裏
《
江
尻
川
》

国
道
橋
下
井
堰
・
川
島
市
住
裏
・
南
部
ポ
ン
プ
付
近
・

蔵
丸
橋
・
九
助
橋

行
橋
北
校
区

《
小
波
瀬
川
》
小
波
瀬
橋
付
近
・
与
原
井
堰
・
行
橋

北
小
裏
・
汐
入
橋
・
猪
熊
橋
付
近
・
土
屋
根
井
堰
・

殿
町
分
譲
住
宅
《
そ
の
他
》
六
反
田
踏
切
付
近
・

北
小
前
用
水
路
・
京
橋
付
近

椿
市
校
区

《
小
波
瀬
川
》
下
川
原
井
堰
・
宇
土
井
堰
・
大
行
事

井
堰
・
真
先
橋
付
近
・
上
川
原
井
堰
・
平
尾
１
号

橋
《
そ
の
他
》
山
川
原
池
・
宮
比
田
池
・
宮
之
下
池
・

菖
蒲
池
・
掌
ヶ
迫
池
・
野
中
池
・
猪
迫
池
・
大
田
ヶ

迫
池
・
猿
喰
池
・
マ
ナ
ゴ
池
・
大
束
池
・
赤
池
・

天
サ
ヤ
池
・
御
清
水
池
・
徳
間
池
・
水
札
原
大
池

延
永
校
区

《
長
峡
川
》
下
津
熊
公
民
館
・
給
食
セ
ン
タ
ー
横
・

延
永
公
民
館
前
・
延
永
小
付
近
・
杭
田
井
堰
・
用

水
路
貴
船
井
堰
《
小
波
瀬
川
》
小
井
出
井
堰
・
焼

米
畦
橋
付
近
《
そ
の
他
》
廻
ヶ
迫
池
・
宮
田
迫
池
・

上
小
口
迫
池
・
下
小
口
迫
池
・
栗
ヶ
迫
池

蓑
島
校
区

《
そ
の
他
》
天
神
屋
裏
入
江
・
漁
港
横
・
小
糸
ヶ
浜
・

文
久
団
地
バ
ス
停
付
近
・
埋
立
地
の
た
め
池
・
西

部
漁
港
・
元
養
鰻
場
付
近
・
市
民
体
育
館
入
口
バ

ス
停
付
近
・
研
修
セ
ン
タ
ー
奥
水
門
付
近

子どもを水難事故 から守ろう

仲
津
校
区

《
長
野
間
・
祓
川
》
港
橋
下
付
近
・
辻
垣
橋
付
近
・

津
留
井
堰
《
そ
の
他
》
イ
モ
リ
池
・
山
神
池
・
下

池
・
上
庄
ヶ
迫
池
・
引
水
導
池
・
下
迫
池
・
山
田

池
・
鴨
田
池
・
井
無
田
池
・
次
郎
池
・
下
庄
ヶ
迫
池
・

赤
迫
池
・
石
堂
池
・
中
池
・
新
池
・
小
池
・
小
迫
池
・

弥
五
郎
池
・
畠
田
池
・
稲
童
浜
海
岸
・
菰
池
・
五

反
田
池
・
尾
曲
池
・
怪
道
池
・
井
ノ
迫
池
・
大
迫
池
・

柳
ヶ
迫
池
・
蓮
池
・
井
の
廻
り
池
・
小
迫
池
（
駅

前
２
区
）・
吉
ヶ
迫
池
（
東
徳
永
）・
松
山
池

稗
田
校
区

《
長
峡
川
》
中
川
井
堰
・
友
定
井
堰
・
権
田
井
堰
・

銀
杏
の
木
橋
下
流
《
井
尻
川
》
大
谷
井
堰
・
日
焼

井
堰
《
そ
の
他
》
前
田
大
池
・
さ
や
け
谷
池
・
住

吉
池
・
新
三
角
池
（
西
谷
）・
宮
ヶ
迫
池
（
大
谷
）・

往
還
池
（
大
谷
）・
往
還
上
池
（
大
谷
）・
新
池
（
大

谷
）・
鰯
無
用
池
（
大
谷
）・
三
角
池
（
大
谷
）・

三
角
新
池
（
大
谷
）・
中
原
池
（
津
積
）・
堂
ヶ
迫

上
池
（
西
谷
）・
堂
ヶ
迫
下
池
（
西
谷
）・
壹
水
迫

池
（
西
谷
）・
西
ヶ
迫
池
（
新
杉
）・
松
ヶ
迫
池
（
宮

の
杜
）・
下
新
池
（
前
田
）・
蒲
田
池
（
上
稗
田
）

今
川
校
区

《
今
川
》
方
志
丸
井
堰
・
流
末
井
堰
・
大
野
井
井
堰
・

本
田
井
堰
《
井
尻
川
》
大
井
堰
《
そ
の
他
》
裏
ノ

谷
池
・
松
田
池
・
天
生
田
大
池

泉
校
区

《
祓
川
》
今
井
本
田
井
堰
・
日
明
井
堰
・
万
台
原

井
堰
《
今
川
》
寺
畔
橋
下
流
・
南
水
路
国
道
付
近

《
そ
の
他
》
長
江
の
池
・
塚
田
池
・
大
池
・
上
西
池
・

カ
マ
ワ
リ
の
池
・
竹
田
池
・
長
池
・
下
西
池
・
羽

根
木
前
田
池

今
元
校
区

《
今
川
》
今
川
ダ
ム
・
今
川
大
橋
付
近
・
新
今
川

橋
下
流
《
祓
川
》
津
留
井
堰
・
祇
園
田
井
堰
・
川

田
井
堰
・
鶴
井
堰
・
祓
川
橋
付
近
・
沓
尾
橋
下
・

沓
尾
橋
上
の
水
門
《
江
尻
川
》
沓
尾
入
口
対
岸
・

金
屋
井
堰
・
江
尻
川
潮
止
め
付
近
《
そ
の
他
》
竜

日
売
神
社
前
・
北
代
池
・
松
山
池
（
祇
園
団
地
）

 ～市内の危険場所をお知らせします～

●問合せ
　市教育委員会
　　学校教育課指導室
℡ 25-1111（内線 1356）

　毎年７月は「社会を明るくする運動」の強調月
間です。「社会を明るくする運動」は、犯罪や非
行をした人の立ち直りについてみんなで考え、犯
罪や非行が起きない社会をつくろうと全国で行わ
れている運動です。また、国とボランティアが力
を合わせて、犯罪から立ち直りを支えていくのが
“更生保護”という活動です。行橋市では、現在
31人の保護司が活躍しています。

【問合せ】
　京都保護区サポートセンター　℡25-1200

第 67 回社会を明るくする運動
～立ち直りを支える地域のチカラ～

の強調月間

　5月の福岡県人権擁護委員連合会総会にて、
長年にわたり人権擁護活動に尽力された方に
対する表彰が行われました。

法務省人権擁護局長感謝状　　中村 映子さん
福岡法務局長感謝状　　　波多江 昌弘さん
福岡県人権擁護委員連合会長表彰
　　　　　　　　　　　　　　川上 妙子さん

「第 15 回声の読書・こども
朗読大賞」の中止について
　標記の件につきまして、市報 6月 15
日号にて参加者募集のお知らせを行いま
したが、都合により、本年度は開催を中
止することとなりました。

市生涯学習課　℡ 25-1111（内線 1333）
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【日　時】7 月 8 日（土）
　　　　　 14 時開演（13 時 30 分開場）

【場　所】コスメイト行橋

✿人権パネル展も同時開催✿
6 月 24 日（土）～ 7 月 9 日（日）
　コスメイト行橋ロビーにて

平成 29年度行橋市人権・同和問題啓発強調月間記念行事
人権を考える市民のつどい

・入場無料
・手話通訳あり
・託児無料
　　（要予約）

【問合せ】市人権政策課　〒 824-8601 行橋市中央 1-1-1　℡ 25-1111（内線 1332）

　共著書「嫌われる勇気」が大ベストセラーとなっている岸見 一郎さん
の講演会です。“勇気の心理学”といわれるアドラー心理学について学び、
自分を変えてみませんか？

～７月は人権・同和問題啓発強調月間です～

嫌われる勇気
～幸せになるために、今、

この瞬間から自分を変える～

講師　岸見 一郎 さん
（哲学者・心理学者）

人権啓発作品の募集
■応募期間：7 月 3 日（月）～ 9 月 8 日（金）
■応募資格：小・中・高校生、または市内在住・在勤の方
■募集部門
　①作　文：身近であった心温まる話など。
　　　　　　400 字詰め原稿用紙 3 ～ 4 枚。
　　　　　　※小学校 4 年生以上が対象。
　②標　語：1 人につき 3 点まで。
　③ポスター：市販の四つ切画用紙 53.5cm × 37.5cm。
　　　　　　縦長に使用し、人権に関する文字を入れる。
　④書　道：人権に関する用語で、文字、文字数は自由。
　　　　　　半紙 33.5cm×24cm を使用。
　　　　　　用紙の左に氏名を記入。

■作品の題材
　同和問題、女性、子ども、高齢者、障がい者、外国人、
　インターネットによる人権侵害など
■入賞および表彰
　○入賞作品は、最優秀賞・優秀賞各 1 点、入選 5
　　点程度を選考します。
　○入賞者は本人に連絡します。最優秀賞受賞者は
　　12 月の人権週間記念行事の際に表彰し、入賞作
　　品は 12 月の人権週間期間中にコスメイト行橋ロ
　　ビーに展示予定です。
　○応募作品は返却しません。
　○入賞作品は人権啓発事業に活用させていただきます。
■申込み
　作品の裏側に、氏名・性別・年齢・住所・電話番
　号を明記し、市人権政策課へお申し込みください。

水が大ピンチです！
～節水へのご協力をお願いします～

　今年の4月から少雨傾向が続き、油木ダムの貯水も減少しています。
　これから暑い夏に向けて、ますます水の需要が増加してくると考えられま

す。断水という最悪の事態をさけるため、節水をお
願いします。
　皆さんの力で少しでも水を長持ちさせるように、
節水にご協力ください！

【問合せ】市上水道課　℡25-9777

⑪　29．7．1

申請期限が迫っています！
　臨時福祉給付金（経済対策分）の申請はお早目に！

　近年社会問題となっている“ひきこもり”。ひきこ
もり当事者の気持ちや、ともに暮らす家族の不安、
悩みは多様であり、中には深刻な内容もあります。
こうした現実をしっかり受け止め、解決策をいっし
ょに考えながら自立に向けての一歩となるような機
会として、講演会を行います。
　参加無料です。ぜひご参加ください。

　ひきこもりについての理解を深めよう

●平成 28 年 1 月 1 日において行橋市に住民票がある方は、行橋市
　が申請先となります。
●行橋市以外の申請期間については自治体により異なります。それぞ
　れの自治体にお問い合わせいただくか、ホームページなどでご確認
　ください。
●平成 28 年度（平成 27 年中）の収入等の申告がお済みでない方は、
　給付金の受け取りができません。税務署または市税務課にて申告を
　済ませてください。
●申請前に亡くなられた方は対象外です。

注意事項

【申 請 期 間】7月31日（月）まで
【支　給　額】1人につき1万5千円（支給は1回限りです）
【支給対象者】平成28年度臨時福祉給付金（3千円）の支給対象の方

　行橋市では 4 月から給付金の申請を受け付けていますが、申請期間は今月末にて終了となり
ます。給付金の受け取りには手続きが必要で、支給対象者と思われる方には申請書類を発送して
います。この期間を過ぎると給付金を受け取ることはできませんので、再度ご確認ください。

“ニセ電話詐欺”や
“個人情報の詐取”にご注意ください！

◇給付金の給付のために、市の職員等が、ATM の操作や手数料
　の振込み、マイナンバーの提出を求めることは絶対にありま
　せん。
◇自宅や職場等に、不審な電話がかかってきたり、郵便物が届
　いたりした場合は、警察本部相談窓口（♯ 9110）や行橋警
　察署（℡ 24-9110）へご連絡ください！

◇日時　7 月 22 日（土）
　　　　10 時～ 12 時（受付 9 時 30 分から）
◇場所　ウィズゆくはし  2 階会議室
◇対象者　ひきこもり当事者および家族、関心のあ
　　　　　る方、障がい者の支援を行う福祉施設・
　　　　　サービス事業所の関係者
◇講師　田中 美穂さん
　　　　( 北九州市ひきこもり支援センター
　　　　　　　　　　　「すてっぷ」センター長）
◇定員　60 人程度
◇申込み　7 月 14 日（金）までに
　　　　　電話または FAX にて左記へ

　【問合せ】
◆給付金に関する問合せ
　市 臨時福祉給付金 専用ダイヤル
　℡ 25-1111（内線 1217）
　℡ 25-1400（直通）

◆市県民税・扶養に関する問合せ
　　市税務課 市民税係（市役所東棟 1 階）

　　※直接窓口にて、お問い合わせ
　　　ください。

ふっけい君

▲給付金窓口の入口はこちらです！
　（市役所東棟 2 階）

【問合せ】市地域福祉課 障がい者支援係
　　　 　℡ 25-1111（内線 1154、1155）
　　　　 FAX 22-7952
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まちの話題

ニュース&トピックス
       　 

あなたのまわりの身近な話題を待っています。広報係までご連絡ください。（TEL 25 ‐ 9688）

農業って楽しい ! 米づくりでさわやかな汗
　６月９日、行橋高校と泉小学校の田植え交流会が行
われました。稲作を通じて交流を深め、米作りへの関
心を高めてもらおうというもので、農業技術科２年の
高校生が指導役。生徒達は実習用の水田で５年生の児
童の後ろに立ち、苗の植え方をていねいに教えていま
した。なれない作業に戸惑う小学生もいましたが、少
しずつスムーズな動きに。「秋の収穫が楽しみです」と
笑顔で話していました。

万一の災害に備えて 連携強化を確認
　大雨や台風のシーズンを前に、関係機関が防災につ
いて協議する行橋市防災会議が６月１日、市役所で開
かれました。会議には警察・消防・自衛隊や民間事業
者、地域団体など 24 機関から代表者や担当者が出席。
昨年発生した災害への対応や自治体間・民間企業等と
の支援体制の報告に続き、災害が発生した時の情報発
信などについて意見を交わしました。また、今年の 11
月に総務省と共催で津波を想定した避難訓練を行うこ
とも説明され、関係者への幅広い協力が呼びかけられ
ました。

のびのび遊ぼう 緑の公共空間
　天然芝の緑化空間でスポーツを楽しみ、幅広く交流
を図ろうという行橋商工会議所青年部の「JFA グリー
ンプロジェクト in ゆくはし」が６月４日、市研修セ
ンターのグラウンドで行われました。会場にはサッカ
ー・ラグビーチームの子ども達や企業・団体のボラン
ティアなど約 300 人が集合。日本サッカー協会（JFA）
から提供された１万２千株の芝を 3,000 平方メートル
の敷地に手で植えていきました。当初はグループごと
の作業でしたが、やがてお互いに協力しあう姿も。終
了後にはカレーライスのサービスやギラヴァンツ北九
州によるサッカー教室も実施され、楽しい休日のひと
時を過ごしていました。なお、今回植えられた芝生は
２カ月ほどで根付くとのことです。

ま ち の 話 題
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ニュース ＆トピックス

防災の取り組み 地域で、家庭で
　６月 17 日、市男女共同参画センターによる「る〜
ぷるフェスタ」がウィズゆくはしで開催されました。
市の男女共同参画の日にあわせて行われるもので、12
回目の今回は地域防災がテーマ。日本防災士会の黒田
清利さんによる講演や女性消防団員も参加したパネル
ディスカッションが行われ、地域での取り組みなどに
ついて意見を交換しました。また、会場ではステージ
イベントやフリーマーケットのコーナーもあり、大勢
の家族連れなどが訪れました。

子ども議員 夢いっぱいのスタート
　市内の小・中学生が夢や希望を提言することで、市
政や議会への関心を高めようという「行橋市子ども議
会」の事前研修が６月 11 日に実施されました。はじ
めに田中市長が「行政は皆さんの生活に大きく関わる
ものです。たくさんのことを学んで、将来に役立てて
ください」と激励のあいさつ。続いて小学６年生から
中学３年生まで 21 人の「子ども議員」一人ひとりに
当選証書を手渡しました。参加した子ども達は「市政
の仕組みをしっかり勉強します」「議会では自分の意見
をきちんと話します」などと抱負を述べました。

火災から暮らしを守る消防団
　６月 18 日、市魚市場で行橋市消防団小型ポンプ操
法の練成会が実施されました。小型ポンプ操法は４人
１組で約 60m先の的を狙う競技で、消防技術に加え
て規律やチームワークが重要となります。この日は市
内の９ヶ分団から選ばれた 36 人の選手が参加。日頃
の訓練の成果を発揮して、きびきびとした動きを見せ
ました。なお、今回優勝したのは第５分団（仲津校区）
で、市消防団の吉永國臣団長から賞状とトロフィーが
贈られました。

笑顔で収穫 初夏の豊作
　梅雨入りとなった６月６日、椿市小学校の全校児童
93人が学校の裏山で梅ちぎりを行いました。40年近
く前から続けられている恒例行事で、１年生から６年
生までの縦割りグループに分かれた児童達は、ビニー
ル袋やバケツを持って梅林へ。枝に実った青い梅の実
を次々とちぎっていきました。この日収穫された梅は
約 66kg。梅干しやジュースにされるほか、校区内の
高齢者施設にも贈られる予定です。



■
保
険
料
が
決
ま
り
ま
す

　
保
険
料
は
、
平
成
28
年
中
の
所
得
金
額
と

世
帯
（
※
注
１
）
の
状
況
を
も
と
に
算
定
を

行
い
、
決
定
し
ま
す
。
被
保
険
者
（
加
入
者
）

の
皆
さ
ま
へ
「
平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
７
月
中
旬
に

お
届
け
し
ま
す
。

※
注
１　｢

世
帯｣

と
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日

時
点
の
世
帯
（
75
歳
に
な
る
方
、
県
外
か
ら
の
転

入
者
な
ど
は
そ
の
時
点
）を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。

○
保
険
料
は
、
県
内
ど
の
地
域
で
も
同
じ
基

準
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
は
、
加

入
者
一
人
一
人
に

か
か
り
ま
す
。
保

険
料
率
（
被
保
険

者
均
等
割
額
、
所

得
割
率
）
は
２
年

ご
と
に
見
直
さ
れ

ま
す
。
平
成
28
年

度
お
よ
び
29
年
度

の
保
険
料
率
は
下

の
表
の
と
お
り
で

す
。

※注２　総所得金額等とは、前年中の ｢公的年金等収入－公的年金等控除｣、｢給与収入－給与所得
控除｣、｢事業収入－必要経費｣ 等の合計額で、各種所得控除前の金額です。例えば、公的年金等の
収入のみの方で、年額が 153 万円以下の場合は、総所得割額等は 33万円以下となるため所得割額
はかかりません。
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　
平
成
28
年
中
の
所
得
金
額
と
世
帯
の
状
況
を
も
と
に
算
定
を
行
い
、
平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
を
決
定
し
、

７
月
中
旬
に
被
保
険
者
（
加
入
者
）
の
皆
さ
ま
へ
決
定
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

医療費総額 ■
保
険
料
と
医
療
費
の
し
く
み

　
医
療
費
は
、
被
保
険
者
が
病
院
な
ど
で
支

払
う
「
自
己
負
担
額
」
と
保
険
か
ら
給
付
さ

れ
る
「
医
療
給
付
費
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 公費（税金）約５割
  国：県：市町村＝４：１：１

支援金 約 4 割
（現役世代の負担）

 保険料 
　約１割

病
院
な
ど
に
支
払
う

自
己
負
担
額

医
療
給
付
費

＋

被保険者（加入者）の
皆様が負担する保険料

被保険者 均等割額
加入者全員が等しく負担

56,085 円

保険料
1 人当たりの
年間保険料額

＋

所得割額
所得に応じて負担

( 総所得
  金額等 －

33 万円
（基礎控除額）） 所得割率

11.17％×
※注 2

＝

保険料の上限
57万円（年額）【保険料額の算出方法】

　限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
が
、

８
月
に
更
新
と
な
り
ま
す

　
現
在
、
使
用
中
の
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
以
下
、
減
額

認
定
証
）
の
有
効
期
限
は
、
平
成
29
年

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
減
額
認
定
証
を
す
で
に
お
持
ち
の
方

で
、
平
成
29
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税

世
帯
の
方
に
は
、
８
月
１
日
か
ら
の
新

し
い
減
額
認
定
証
を
、
被
保
険
者
証
と

は
別
に
７
月
下
旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

○
減
額
認
定
証
と
は
…

　
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る

方
が
、
入
院
ま
た
は
高
額
な
外
来
診
療

を
受
け
る
際
に
減
額
認
定
証
を
医
療
機

関
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
医
療
費
の
自

己
負
担
は
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院

時
の
食
費
・
居
住
費
の
負
担
も
減
額
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
市
国
民
健
康
保
険
係

で
の
申
請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
被
保
険
者
証
、
そ
の
他
（
非

課
税
証
明
書
な
ど
収
入
額
な
ど
を
証
明
す
る

も
の
や
、
入
院
期
間
が
確
認
で
き
る
も
の
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

平成 28年度・29年度

56,085 円

11.17％

57万円

均等割額

所得割率

賦課限度額

後期高齢者医療制度

■
保
険
料
の
軽
減

　
世
帯
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
保
険
料
額
の

軽
減
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
均
等
割
額
の
軽
減　

　
平
成
29
年
度
で
は
、
平
成
28
年
度
の
保
険

料
軽
減
措
置
【
被
保
険
者
均
等
割
の
９
割（
※

注
４
）、
8.5
割
（
※
注
４
）、
５
割
、
２
割
軽
減
】

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

※
注
４　
原
則
は
７
割
軽
減
で
す
が
、
特
例
措
置
に

よ
り
９
割
軽
減
お
よ
び
8.5
割
軽
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
８
月
か
ら
被
保
険
者
証

が
新
し
く
な
り
ま
す

　
現
在
の
被
保
険
者
証
（
桃
色
）
は
、
平
成
29

年
７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
被
保
険
者
証

（
水
色
）
は
、
７
月
下
旬
に
市
国
民
健
康
保
険

係
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
滞

納
が
あ
る
場
合
は
、
通
常
よ
り
短
い
有
効
期
間

の
被
保
険
者
証
を
窓
口
で
お
受
け
取
り
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
に
か
か
る
際

は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
（
水
色
）
を
窓
口

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証

（
水
色
）
が
届
か
な
い
場
合
は
、
市
国
民
健
康

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
の
自
己
負
担

割
合
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
医
療
機
関
に
か
か
る
際
の
医
療
費
の
自
己
負

担
割
合
は
、
１
割
ま
た
は
３
割
で
す
。

　
毎
年
、
前
年
中
の
所
得
を
も
と
に
、
８
月

か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の
自
己
負
担

割
合
の
判
定
を
行
い
ま
す
。
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○
行
橋
市 

　
国
保
年
金
課 

国
民
健
康
保
険
係

　
℡
２
５
‐
９
７
２
２

○
福
岡
県

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
℡
０
９
２
‐
６
５
１
‐
３
１
１
１

後期高齢者医療制度

均等割額
軽減割合

軽減後の均等割額
平成29年度（年額）

同一世帯内の被保険者および世帯主の
軽減対象所得金額（※注５）の合計額

9割軽減 5,608円 【33万円（基礎控除額）】以下で、かつ【被保険者全
員が年金収入80万円以下（その他各種所得がない）】

8.5割軽減 8,412円 【33万円（基礎控除額）】以下

5割軽減 28,042円 【33万円（基礎控除額）＋27万円×被保険者の数】
以下

2割軽減 44,868円 【33万円（基礎控除額）＋49万円×被保険者数】以下

※注５　軽減対象所得金額は、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収
入の場合、「公的年金等収入－公的年金等控除－ 15万円」となる等、例外があります。

　
自
己
負
担
割
合
は
通
常
１
割
で
す
が
、
同

じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず
れ
か
の
方
の
市

民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
（
注
３
）

で
あ
る
場
合
に
は
、
３
割
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
市
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
１
ま
た
は
２
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
市
国
民
健

康
保
険
係
へ
申
請
す
れ
ば
１
割
の
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

１
、
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以
上

　
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
収
入
の
合

計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

２
．
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の
み

（
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
）

①
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

②
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
方
の
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

※
注
３　
市
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以

上
で
あ
っ
て
も
、
前
年
の
12
月
31
日
現
在
に
お
い

て
、
被
保
険
者
が
世
帯
主
で
あ
り
、
同
じ
世
帯
に

合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
で
あ
る
19
歳
未
満

の
世
帯
員
が
い
る
場
合
に
は
、
世
帯
主
で
あ
る
被

保
険
者
の
市
民
税
の
課
税
所
得
か
ら
、
16
歳
未
満

は
１
人
当
た
り
33
万
円
、
16
歳
以
上
19
歳
未
満
は

１
人
当
た
り
12
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
控
除
し
た
後
の

額
が
、
１
４
５
万
円
未
満
と
な
る
と
き
は
、
１
割

の
自
己
負
担
割
合
と
な
り
ま
す
（
こ
の
場
合
の
申

請
は
不
要
で
す
）。

②
所
得
割
額
の
軽
減

　
総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下
（
公
的
年

金
の
み
の
場
合
は
、
収
入
額
が
２
１
１
万
円

以
下
）
の
方
は
、
所
得
割
額
が
２
割
軽
減
と

な
り
ま
す
。

③
被
用
者
保
険
（
※
注
６
）
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
の
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日

ま
で
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
」

だ
っ
た
方
は
、
被
保
険
者
均
等
割
額
が
７
割

軽
減
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
割
額
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

※
注
６　
被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康
保
険
協

会
管
掌
健
康
保
険
、
組
合
管
掌
健
康
保
険
、
船
員

保
険
、共
済
組
合
を
さ
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険・

国
民
健
康
保
険
組
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
減
免
制
度

　
災
害
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
保
険
料
が
減
免
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
国
民
健
康

保
険
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見

　本

↑新しい被保険
者証の色は水色
です。有効期限
は、平成 29年８
月１日から平成
30 年 7 月 31 日
までの１年間で
す。

次のページにもお知らせがありますのでご覧ください。



適用区分

現役並み 一般 住民税非課税

課税所得 145 万円以上の方 課税所得 145 万円
　　　　未満の方※1 Ⅱ住民税非課税世帯

Ⅰ住民税非課税世帯
（年金収入 80 万円以下など）

外来
（個人ごと）

44,400 円 12,000 円 8,000 円

外来 + 入院
（世帯ごと）

80,100 円＋
  （医療費－ 267,000 円）×１％
※2多数回 44,400 円

44,400 円 24,600 円 15,000 円

外来
（個人ごと）

57,600 円
14,000 円

年間上限 144,000 円
8,000 円

外来 + 入院
（世帯ごと）

80,100 円＋
  （医療費－ 267,000 円）×１％
※2多数回 44,400 円

57,600 円
※2多数回 44,400 円

24,600 円 15,000 円

■平成 29 年 8 月から
　　後期高齢者医療制度の高額療養費の上限額が変わります
　高額療養費とは、同じ月内に医療機関窓口で支払った医療費の合計額について、決められた上限額
を超えてお支払いいただいた分を払い戻す制度です。上限額は個人もしくは世帯の所得に応じて決まっ
ています。この上限額が平成 29年８月から下表のように変わります。

29．7．1　⑯

平
成
29
年
７
月
ま
で

平
成
29
年
８
月
か
ら

※ 1：世帯収入の合計額が 520万円未満（1人世帯の場合は 383万円未満）の場合や、｢旧ただし書所得｣
　　　の合計額が 210万円以下の場合も含みます。
※２：過去 12カ月以内に 3回以上、上限額に達した場合は、4回目から「多数回｣ 該当となり、上限額が
　　　下がります。
・今までに高額療養費の支給申請を行ったことがある方については、再度申請の必要はありません。
・支給する高額療養費がある場合、振込先口座の登録がない方には ｢高額療養費の支給
　申請について」を送付しますので、市国民健康保険係の窓口で申請してください。
　一度申請すると、次回から振込先口座に自動的に振り込まれます。
・診療月の翌月 1日から 2年を過ぎると申請できません。

■平成 29 年 10 月から、後期高齢者医療制度の被保険者で
　医療療養病床に入院している方の光熱水費の負担が変わります

ご負担いただく、１日当たりの光熱水費

医療療養病床に入院して
いる65歳以上の方

現在
（平成29年 9月まで）

平成29年 10月～
平成 30年 3月

　平成30年
　　　4月から

・医療の必要性の低い方 320円 370円 370円

・医療の必要性の高い方
　（指定難病の方以外）

0円 200円 370円

・指定難病の方
・老齢福祉年金受給者

0円 0円 0円

・平成 29年 10月から、医療療養病床に入院している 65歳以上の方の光熱水費のご負担額を
　上の表のように見直します。
・ただし、指定難病の方・老齢福祉年金受給者については、引き続き負担はありません。

後期高齢者医療制度

　
 乳がん▶平成８年４月２日〜平成９年４月１日生まれの方
 子宮頸がん▶昭和 51 年 4 月 2 日〜昭和 52 年 4 月 1 日生まれの方
　無料クーポンを送付しています。日程や使用できる医療機関
 などは、同封のお知らせをご覧ください。
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 女性特有のがんの早期発見に 集団検診を受診しましょう

あなたの健康を応援します　℡2３-８８８８

健康づくり
推進係

●乳がん●　
　女性がかかるがんの第１位です。乳がんにかかる
人は 30 代から増加し始め、40 代後半に最も多くな
ります。早期治療でほぼ治癒するため、定期
検診と継続検診がとても重要です。ただし、
授乳中の方は正確な結果が出にくいため、受
診できません。

《対象・内容》
① 30 〜 39 歳の女性を対象に乳房のエコー
検査を行います。料金は 800 円で、対象年
齢であれば毎年受けることができます。
② 40 歳以上の女性を対象に、乳房のレントゲン検査
であるマンモグラフィを行います。昨年度市のマン
モグラフィ検査を受けていない方が対象で、集団検

【８月の集団検診日程】

親子料理教室のご案内

健診日 健診場所 受付締切
 ８月 21 日（月）＊ 泉公民館

7 月 19 日（水）
 ８月 23 日（水）＊ ウィズゆくはし

 ８月 25 日（金） ウィズゆくはし 7 月 21 日（金）

診の料金は 800 円です。
☆昨年無料クーポンで利用した方も受診できます。

●子宮頸がん●
　女性がかかるがんの第５位です。近年 20 代や 30
代の若年層で増加傾向にあり、初期には症状がほと
んどないと言われています。乳がん同様に早期の発
見でほぼ治癒するため、定期検診と継続検診がとて
も重要です。

《対象・内容》
　20 歳以上の女性を対象に、子宮頸部の細胞診を行
います。昨年度市の子宮頸がん検診を受けていない
方が対象で、集団検診の料金は 500 円です。
☆昨年無料クーポンで利用した方も受診できます。

  無料クーポンについて

　夏休みに親子で料理を作ってみませんか？おじい
ちゃん、おばあちゃんも大歓迎。たくさんのご参加
をお待ちしています！
◆日 程：
　7 月 26 日（水）　10 時〜 13 時　
　　※ 10 分前までにお越しください
◆場 所：ウィズゆくはし 2 階　栄養指導室
◆対象者：小学生とその保護者
◆定 員：先着 16 組　
◆持参品：ひとりにつき米一合、手ふきタオル、
　　　　　 水筒、エプロン、マスク、三角巾、
                子ども用上靴
◆申込期間：7 月 6 日（木）〜 18 日（火）
　　　　　　※定員になり次第締め切ります。

〜行橋市食生活改善推進会〜
生ごみ処理器の設置補助

を助成します

■□■市環境課 管理係 内線 1251、1252□■□

　家庭から排出される生ごみを処理機器で減量し、堆
肥として活用してみませんか？

《対象》市内に在住し、その家庭から出される生ごみを
処理する機器（ディスポーザーを含む）を購入して設
置する方。
　▶以前補助金を受けた方でも 5 年が経過後に機器の
      買い換えがあれば、申請できます。
　▶購入した年度末（3 月）までに申請してください。
   ▶予算に限りがあります。申請はお早目に。

《補助金額》購入額の 2 分の 1（限度額 2 万円）。
　▶非電動式のものに限り、1 世帯につき同時に
　　2 個まで申請できます。
　▶補助対象は本体価格のみで、設置費用・
　　付属品等は除きます。

《必要なもの》①処理機器の領収書（販売店が発行・押
印したもの）②認印③申請者の口座番号

＊は国保セット健診日です。

〜乳がんのマンモグラフィ検査と子宮頸がん検診は医療機関でも実施しています〜
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公益財団法人  行橋市文化振興公社
〒824-0005　行橋市中央1-9-3

コスメイト行橋からのお知らせ

チケット発売中

⑲　29．7．1　
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        第 25 回  恵光園音楽療法研究会 講演会
　地域の障がい児者への対応等に役立てられることを期待しています。
ぜひご参加ください。
★日時：① 7 月 29 日（土）12 時 30 分開始
　　　　② 7 月 30 日（日） 9 時 30 分開始　
★場所：恵光園シアター（豊前市荒堀 37-12）
★内容・講師
①「特別支援教育コーディネーターの巡回指導の実際、東京都
からの報告 幼児学齢児編」講師 星井 純子さん（東京都特別支
援センター校 特別支援教育コーディネーター 臨床発達心理士）
②「恵光園専門療法（園芸・アート・乗馬・音楽）の連携とそ
の効果について」「自閉症の理解 入門編から基礎編」コメンテー
ター 藤田 和弘さん（九州保健福祉大学特別教授）
★参加費：① 2,000 円　② 3,000 円　当日お支払いください。
★申込み：7 月 27 日（木）までに受講日、住所、氏名、職種、
　　　　　連絡先を記載のうえファックスまたは電話
★問合せ：担当　矢浦・吉村・古賀
　　　　　℡ 0979-82-2676　Fax0979-82-9319

       押花サークル エレガント 作品展
　今年 4 月に逝去された河田先生の遺作品と生徒の作品を展示
 します。華やかに輝いた先生の作品が多く展示されます。
　多くの方のご来場をお待ちしています。
★日時：7 月 8 日（土）～ 10 日（月）10 時～ 17 時　　
　　※初日は 10 時 30 分より、最終日は 16 時 30 分まで
★会場：コスメイト行橋 2 階 企画展示室
　　　　☆入場無料
★問合せ：宮﨑 典子　℡ 080-5253-0972

      ～ Piece of cake（代表 木村 あゆみ）主催～
　　英語で楽しむおはなし会
　英語絵本の読み聞かせ、英語の歌を一緒に歌い、身体を
動かす遊びを通じて英語を楽しみませんか ?
大人も楽しめる内容なので、大人だけの参加も大歓迎です！
★日時：7 月 27 日（木）10 時 30 分～ 11 時 15 分
　　　　8 月 24日（木）14 時～ 14 時 45 分
　　　　※読む絵本の内容が違います
★場所：コスメイト行橋 ２階 視聴覚室
★問合せ：行橋市図書館　℡ 25-1911

    小学生無料ゴルフ体験会
　
　京都カントリークラブの練習施設を小学生に開放することと
なり、合わせてゴルフ無料体験会を開催します。
クラブもご用意しています！みんなでゴルフを楽しみませんか ?
★日時：7 月 15 日（土）、16 日（日）15 時～ 16 時
★場所：京都カントリークラブ（みやこ町光冨 95-1）
★定員：各 5 人（先着順）※ご予約をおすすめします
★問合せ：アールイーゴルフスクール
               担当 草場 ℡ 25-1911

      難病サークル  笑って暮らそ
　難病患者・家族・興味のある方等々の交流会です。情報交換
の場として、ぜひ参加してみてください。ひと時をゆっくり楽
しんでもらえる場と考えています。詳細はお問合せください。
★日時：通常毎月第 2 日曜日または第 3 日曜日　　
　　　　13 時～ 16 時
★場所：苅田町内の施設
　　　　（小波瀬コミュニティセンター等）
★参加費：300 円～ 500 円（会場・お茶菓子代等含む）
★問合せ：事務局　℡ 090-7298-1366

　　　　　　
　　　　　　社会福祉法人 光和苑
　　　　第 18 回地域交流納涼会 なんだかんだ祭
　祭りの季節がやってきました！
今年のテーマは「舞

ぶ ぎ う ぎ

技浮戯」～夏恋ブギウギ～
　司会に山本 華世さんをお迎えし、スタッフ
一同で皆様のご来場をお待ちしています。
★日時：8 月 5 日（土）17 時～ 21 時　
★場所：光和苑グランド（苅田学園横）
★問合せ：社会福祉法人 光和苑本部
　　　　　担当 松岡 ℡ 0930-23-5885
　

★

★
★

★
★★

★

★ ★★

★ ★

★

★

～

　市
民
の
伝
言
板

　～

☆行橋市内の方が対象です。

ハグルーム（母乳相談）

もぐもぐ教室（離乳食教室）

７月の

★

★

★

★

★
★

★
★

★ ★

★★

★

★

子育て支援係からのお知らせ　

★

★

★
★

★

★

経験がなくても大丈夫！

子
育
て
広
場
で

　七
夕
製
作
し
た
よ
♪

　　◆日 時：7 月 13 日（木）　
　　　10 時～ 11 時 30 分 （9 時 30 分から受付）
　　◆会　  場：ウィズゆくはし 2 階栄養指導室
　　◆対 象 者：初めて離乳食を学びたい方
　　◆内　  容：離乳食作りの見学と
　　　　　　　　簡単な調理体験、試食　　　　　
　　◆持 参 品：母子健康手帳、筆記用具
       　お子さんと参加する方は、スリング
           やおんぶ紐等をお持ちください。
      ◆定 員：20 組　
          ※定員になり次第締切

乳幼児全戸訪問事業

“こんにちは赤ちゃん訪問”
　子育ての応援ができるように、
生後 4 カ月までの赤ちゃんがいる

ご家庭を対象に家庭訪問を行います。

◆対 象 者：平成 29 年 4 月と 5 月生まれの赤ちゃん

◆訪 問 者：助産師、保健師、保育士など
◆内 容：赤ちゃんの育児の相談、乳幼児健康診査
　　　　　　 定期予防接種の説明、母乳相談やサー
                   クルなどのご案内。
◆問 合 先 ：子育て支援センター
　　　　　　　（訪問専用ダイヤル℡ 23-9390）
※訪問の際、出生届の手続きの際にお渡しした
“こんにちは赤ちゃん訪問アンケート”を回収させて
いただきます。日程は事前に連絡いたします。
※プライバシーは厳守いたします。

　　℡ 2５-１１１１（内線 1183、1184）

◆日 時：7 月 21 日（金）9 時～ 11 時
◆場 所：ウィズゆくはし 2 階
◆対 象 者：行橋市在住の赤ちゃんと保護者
◆内 容：個別の母乳相談に助産師
　　　　　  が応じます。
◆申 込 締 切 ：7 月 14 日（金）

Information

日本将棋連盟行橋支部　小林さん
　　23-4116（携帯 090-4983-6468）
■日時：7 月 30日（日）10時開始
　　　　受付 9時～ 9時 40分
■会場：行橋市中央公民館　大会議室
■参加費：一般 2,000 円、小中高生　
　　　　　1,500 円（昼食込み）
■クラス：A 級（3 段以上）、B 級（2 段
～ 1 級）、C 級（2 級以下）、小学生クラス・
初心者クラス（前田	祐司八段の指導）
■申込期限：7 月 22日（土）
▶前田 祐司八段による指導対局
■日時：7 月 29日（土）14時～ 17時
■会場：行橋中央公民館　小会議室
■募集人数：10 人程度	■参加費：1,000 円
※大会・指導対局ともに事前予約制

行橋市体育協会　 25-8222
　スポーツにおいて全国大会・国際大会
出場者に奨励金を支給します。
■支給対象：行橋市内に実際に在住し、支
部大会・県大会などの予選大会を勝ち上がっ
て、全国大会・国際大会に出場する団体およ
び個人	※単年度限りで終了する記念大会等          
　　　　　は除きます。
■申込み：本人または保護者（選手が未成
年の場合）が全国大会等の開催 3 日前まで
に申請してください。
※申請期限過ぎると無効になります。
■持参品
①全国大会等への出場を証明するもの
②申請者が本人または、保護者であるこ
　とを証明できるもの（免許証等）
③申請者の印鑑
　（団体の場合は、当該代表者の印鑑）

　
　6 月 4 日に行橋市庭球場で開催され、
169人が参加しました。
▶男子シングルス
　優勝…西村	考平（NYC)
　準優勝…小田	亮太（TAF）
▶男子ダブルス
　優勝…西村	考平、山本	束真（NYC)
　準優勝…大隈	滉士、新宮	航（京都高校）
▶女子シングルス
　優勝…江上	由美（キットサークル）
　準優勝…吉田	由美（キットサークル）
▶女子ダブルス
　優勝…重松	可奈子、加来	千代子（NYC)
　準優勝…辻	しのぶ、緒方	アキ（NYC）

行橋市民体育館　　　24-4000
■日時：7 月 24日（月）、26日（水）、
28日（金）、31日（月）、8月 2日（水）、
9 日（水）、18 日（金）、21 日（月）、
23日（水）、25日（金）　
　☆ 13 時 30分～ 15時 30分
■会場：行橋市民体育館　武道場
■対象：中学生以下の柔道初心者
■定員：20 人
■参加料：1,000 円
■申込み：参加料とともに、行橋市民体
　　　　　育館にお申込みください
■講師：岡本	貞生さん（講道館八段）

行橋市弓道会　　　24-4000
■日時：7 月 25 日（火）、28 日（金）、
8 月 1 日（火）、4 日（金）、8 日（火）、
11 日（金）、18 日（金）、22 日（火）、
25日（金）、29日（火）　
　　　・昼の部 13時～ 15時
　　　・夜の部 19時～ 21時
■会場：行橋市民体育館　弓道場	 	
■対象：中学生以上の弓道初心者	 	
■定員：昼の部・夜の部ともに各 20 人	
　※中学生で夜の部参加希望の方は保護
　　者同伴でお願いします。	
■参加料：2,000 円
■申込み：参加料とともに、行橋市民体育
　　　　　館にお申込みください	
■講師：行橋市弓道会	 	
	

行橋市ソフトテニス連盟　
事務局 岩本さん　　090-2290-0713
■日時：8 月 5日（土）
　受付 8時 30分～　開会	9 時～
　試合開始	9 時 20分～
※雨天の場合は 8月 6日（日）7時～
■種目：男子・女子個人戦
■試合方法：トーナメント方式　
　　　　　		5 ゲームマッチ
■対象：市および市近隣の中学校テニス部
またはジュニアクラブに所属する生徒
■参加費：無料	 	
■会場：行橋市民体育館　庭球場	
■お申込み：7 月 15 日（土）までに所定
の申込用紙にて下記まで郵送してください。
※郵送以外受付できません。
〒 800-0342　
京都郡苅田町方島 937
行橋市ソフトテニス連盟

行橋市体育協会　　　　25-8222
■日時：8 月 6日（日）
■会場：今元中学校プール
■参加資格：①市内の小学校・中学校・
高等学校に在籍する児童および生徒（ただ
し、市外の学校でも行橋在住者であれば参
加できます）②市内在住または在勤の 18
歳以上の人（ただし、大学の水泳部に所属
する方は参加できません）
■申込み先：行橋市体育協会
　　　（市役所生涯学習課内）
　☆ 7 月 21 日（金）まで。　　　　
　種別・区分等、詳細はお問合せください。

　4 月 16日～ 6月 6日に中山グラウンドで
開催され、8チーム 181人が参加しました。
▶ A 級
　優勝…あゆみ建築サービス
　準優勝…新行橋病院A
▶ B 級
　優勝…新行橋病院B
　準優勝…和田タイヤ

行橋市民体育館　　　24-4000

▶ソフトテニス教室
■日時：毎週木曜日　■対象・定員
▶キッズ 8人（小学校 1年～ 3年）
　　16時 30分～ 17時 30分
▶ジュニア 8人（小学校 4年～ 6年）
　　17時 40分～ 18時 40分
■場所：行橋市民体育館	アリーナ
■参加費：6,480 円 / 月 4回

▶ミズノスポーツ塾
■日時：毎週土曜日　10時～ 11時
■対象・定員
　　未就学児（年中・年長）	8 人
■場所：行橋市武道館
■参加費：4,320 円 / 月 4回
■内容：鉄棒・マット運動・跳び箱の修
　　　		得を目指した運動教室
☆下記スポーツ教室も開催中！
・リラクゼーションストレッチ
・ヨガ  
 ・フットサル
・チェアリズム運動
・テニス教室 
 ・卓球教室
・バドミントン教室	
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スポーツ
募　集

第 26 回
初心者弓道教室

スポーツ
募　集

第 45 回
行橋市水泳大会

募　集
要予約

第 2 回ゴーゴー行橋市
将棋名人戦

スポーツ
募　集

第 33 回ジュニア
ソフトテニス大会

スポーツ
結　果

第 43 回行橋市
新人テニス大会

お知らせ
スポーツ

大会出場者への
奨励金の支給

スポーツ
募　集

第 8 回
初心者柔道教室

スポーツ
結　果

第 52 回行橋市
早朝野球大会結果

▶QRコード（行橋市民体育館HP)

7 月から開始！
初回無料体験可能！スポーツ教室

※スポーツの結果は、いずれも主催者発表です。
　氏名は敬称を省略しています。



表千家同門会 福岡県学校茶道指導者会
岡崎さん　　090-8228-8267
　幼稚園児、小学生、中学生、高校生を
対象に茶会を開催します。夏休み、いつ
もと違う体験をしてみませんか ?
■日時：7 月 22 日（土）9 時～ 14 時
の間のお好きな時間にお越しください
■場所：行橋市中央公民館
■会費：300 円

行橋市防災食育センター　　28-8558
　夏休みに親子でおいしい給食を作っ
て、一緒に食べましょう。
■日時：① 7 月 22 日（土）  10 時開始
　　　　② 8 月 25 日（金）  10 時開始
■場所：行橋市防災食育センター
　　　　　（東大橋 6-8-1）
■対象者：小学生親子
■募集人数：各回 12 組　24 人程度
■持ち物：エプロン・三角巾・マスク
　　　　　タオル・水筒・上履き
☆参加料は無料ですが、1 人につき 50
円の保険料が必要です
☆ 7 月 5 日（水）9 時より電話にて、申込
みを受け付けます（各回ともに、先着順）

福岡共同公文書館      092-919-6166
　伝統的な和綴じの歴史を学びながら、親
子で和綴じメモ帳を作ってみませんか？
■講師：倉本 優子さん
　　　　福岡女子短期大学 准教授　
■日時：7 月 29 日（土）13 時～ 16 時
　　　　☆ 12 時 30 分集合
■対象：小学 4 年生から中学 3 年生と
　　　　その保護者
■場所：福岡共同公文書館　2 階研修室
　　　　（筑紫野市上古賀 1-3-1）
■定員：20 組（事前申込み・抽選）
■申込締切：7 月 16 日（日）

県住宅供給公社 県営住宅管理部　　　
　　　092-781-8029
県 県営住宅課　　　092-643-3739
　県内に所在する県営住宅です。募集対
象団地、募集戸数の詳細については募集
案内をご覧ください
■募集案内書配布期間および申込受付期間
　　7 月 13 日（木）～ 24 日（月）
　　☆申込み手数料は不要です
■募集案内書配布場所
福岡県住宅供給公社、公社管理事務所（北
九州・福岡・筑後・筑豊）、公社管理事
務所出張所（行橋・大牟田・直方・田川）、
福岡県県営住宅課、県内の各市（区）役
所および町村役場、各地区県民情報コー
ナー（京築・北九州・筑後・筑豊）ほか

福岡県人事委員会事務局 任用課　　　
　　　092-643-3956
　　　jninyo@pref.fukuoka.lg.jp
■試験日：8 月 27 日（日）
■試験地：福岡市、東京都
■職種：行政
■受付期間
 　7 月 18 日（火）～ 28 日（金）
　（郵送は当日消印有効）　
　※インターネット申込み
　　7 月 18 日（火）～ 25 日（火）
■受験資格：昭和 33 年 4 月 2 日以降に生
まれた方で、平成 29 年 6 月末日現在、民間
企業等における職務経験が 5 年以上ある方
                

行橋市防災協会（消防本部予防課）
　　25-5061
　危険物取扱者免状の交付を受けている
方で、現に危険物製造所等で危険物取扱
作業に従事している方は、次により受講
してください。
▶継続して危険物取扱作業に従事してい
る方…前回の受講日以降最初の４月１日
から３年以内
▶新たに、または再び従事する方…
従事することとなった日から１年以内。
ただし、過去２年以内に免状の交付また
は講習を受けている方は、その日以降最
初の４月１日から３年以内
※従事していない方は、法令上の受講義
務はありません。
■開催日等
8 月 16 日（水）～平成 30 年 1 月 17 日（水）
の間の 24 日間で、会場を移動しながら 47
回開催されます。
■会場
福岡市、北九州市、久留米市、
大牟田市、豊前市、飯塚市

《豊前市で受講の場合》
■講習日：10 月 5（木）・6 日（金）　
■開催地での受付：9 月 25 日（月）
■郵送による受付
　8 月 25 日（金）～ 9 月 20 日（水）
※会場により講習日、郵送受付期間、開
催地受付日は異なりますので最寄りの消
防本部等で「受講案内」を受け取り確認
するか、公益社団法人福岡県危険物安全
協会のホームページを http://fukuoka-
kenkikyo.jp/ ご参照ください。
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募　集 平成 29 年度ポイント方式
県営住宅入居者募集

募　集 福岡県職員採用試験
（民間企業等職務経験者）

募　集
無　料

親子でつくろう
おいしい給食

募　集
無　料

夏休み親子で作る
和綴じメモ帳

募　集 表千家
子ども体験 茶会

認知症サポーター養成講座
　認知症であっても、ちょっとした助け
があれば在宅生活を続けられる方もたく
さんいます。認知症の方や家族の方を地
域であたたかく見守るために、認知症の
ことを学んでみませんか ?
■日時：10 時～ 11 時 30 分
▶ 7 月 13 日（木）若年性認知症サポーター
▶ 8 月 10 日（木）認知症サポーター
■場所：地域ケア複合センター（金屋 599-1）
　　高齢者自立支援センター　　26-2370

◆

◆ ◆

学校説明・学校見学・看護体験など！

■日時：第１回…7 月 30 日（日）
　　　　第２回…11 月 12 日（日）
　　10 時～ 12 時（受付 9 時 30 分から）
■場所：京都医師会看護高等専修学校
　　　　（東大橋 2-9-2）
■参加申込み：電話にてお申込みください
第１回…7 月 19 日（水）～ 26 日（水）まで
第２回…11 月 1 日（水）～ 8 日（水）まで

☆希望者には、昨年度入学試験問題を無料
（通常１部 300 円）でさしあげます。
☆当日、入学願書（１部 1,000 円）を販売
します。
京都医師会看護高等専修学校　　22-1804

講　習
危険物取扱者保安講習

【問合せ先】
行橋市広域消費生活センター
行橋市西宮市2-1-39
℡：23-0999
■相談日：月～金（祝日および
12月 29日～1月 3日を除く）
■相談時間：9時～17時

　

　消費生活センターの
出前講座をご存知ですか ?　　
　　　　
　
　還付金詐欺、架空請求等のトラブルが
後を絶ちません。消費生活センターでは、
皆様に消費トラブルの事例を挙げ、分かり
やすく対処する出前講座を行っています。
５人以上お集まりいただければ参ります。
時間は、１時間～２時間程度で無料です。
どうぞお気軽にご利用ください。　　　
　　　

☆展示会では出演クリエイターの中から、
選りすぐりのアーティストたちをご紹介します。

行橋農林事務所 京築普及指導センター
地域係　 23-4215　
　京築地域や北九州・筑豊地域で農業に
チャレンジしてみようという方を対象と
した就農・就業相談会を京築地域農業・
農村活性化協議会主催で開催します。地
域でどのような農業をやっているのか、
就農するためのサポート体制は？など、
詳しく説明させていただきます。
☆予約不要です。興味のある方の参加を
ぜひお待ちしています！
■日時：8 月 6 日（日）13 時～ 16 時 30 分
　　　　　　（受付 12 時 30 分～ 16 時）
■場所：ＫＭＭビル４階　第２、第３・
４会議室（北九州市小倉北区浅野 2-14-1）
■内容：①就農セミナー　13 時～
　（支援制度の説明、農業大学校紹介等）
　　　　②就農相談会　13 時 50 分～
　（個別相談、関連資料の配布等）

福岡地方裁判所小倉支部 庶務第一課資料係      
　　093-561-3431（内線 2723）
　裁判所の見学を通じて、私たちの社会
や自らの進路について考えてみませんか ?
■期間：8 月 1 日（火）
　　　　13 時 10 分～ 15 時 10 分
■場所：福岡地方・家庭裁判所小倉支部
　　　　（北九州市小倉北区金田 1-4-1）
■対象：中学生・高校生（保護者同伴可）
■定員：50 人
■申込方法：電話または窓口にて
　　7 月 5 日（水）9 時から受付開始

産業医科大学病院 高次脳機能障害支援
コーディネーター 中藤さん

093-603-1611
　高次脳機能障害の当事者や家族、また
高次脳機能障害支援に携わる人を対象に
家族支援相談会を開催します。相談を希
望される方は予約制となっていますの
で、事前にご連絡ください。
■日時：8 月 21 日（月）14 時～ 16 時
■場所：福岡県行橋総合庁舎 　４階
　　　　 第 1 会議室　（中央 1-2-1）

福岡県福祉労働部労働局労働政策課就業
支援係　　092-643-3592
　東京圏の大学等に在籍するお子様、若
者にお知り合いのいらっしゃる方、ぜひ
ご紹介ください。☆出身県は問いません
■対象者：東京圏の大学生等　20 人
　　　　（平成 31 年以降の卒業予定者）
■実施期間：7 月～ 9 月の連続した 5 日
■実施場所：福岡県内の企業（団体）
■申込方法：インターンシップ説明会への
参加が必要です。専用サイト「九州・山口
キラリ☆ハッケン」より、ご応募ください。

ガラス工房 823　上村 初美さん
  090-7165-7276
　様々な文様を色被せガラスなどの表面
にレリーフ（浮き彫り）した、彩り鮮や
かなガラスアートのサンドレリーフ工芸
品と、穏やかで温かみのあるトーンに指
で描くパステルアートの二人展です。
多くの方のご来場をお待ちしています。
■日時：7 月 14 日（金）
　　　～ 7 月 17 日（月・祝）
　　　　10 時～ 18 時　
　　※最終日は 15 時まで
■場所：行橋赤レンガ館　

築城基地渉外室　　56-1150（内線 207）
　ステージイベント、花火、盆踊り、各
種出店などを予定しています。
■期日 :7 月 21 日（金）
■時間：（基地開放時間）
　　　　16 時 30 分～ 20 時 30 分
■場所 : 航空自衛隊築城基地グラウンド
■内容 : ステージイベント等、花火、盆
踊り、各種出店など
　☆一般来場者用の駐車場はありません　
　　ので、公共交通機関をご利用ください

夢尺八事務局　荒木さん　
　　　　　　090-9401-3678
　夢尺八の橋本 邦洸がおおくりする尺
八・津軽三味線の演奏と楽しいトーク！
ポピュラー、映画音楽、演歌、民謡、ジ
ャズなど様々なジャンルの音楽と憩いの
一時をお過ごしください。
■日時：7 月 22 日（土）・23 日（日）
　　　開場 13 時、開演 13 時 30 分
■入場料：2,000 円（各回）
■場所：行橋赤レンガ館

福岡共同公文書館      092-919-6166
　県や市町村の地域性豊かな広報紙を一
堂に展示し、各紙のセールスポイントや
過去の貴重な創刊号、全国広報コンクー
ルの受賞広報紙等を紹介します。
■期間：7 月 19 日（水）～ 9 月 24 日（日）
■時間：9 時～ 17 時
■講演会日時：7 月 30 日（日）
                    14 時～ 15 時 30 分
■講師：㈱西日本新聞社　吉田真紀さん
■休館日：月曜日、祝日、9 月 19 日（火）
■場所：福岡共同公文書館
　　　　（筑紫野市上古賀 1-3-1）
　☆無料駐車場があります

㉓　29．7．1

行橋市ホームページ
http://www.city.

yukuhashi.fukuoka.jp

Information Box

電 話 FAX ホームページ メール

情　報　＆　ス　ポ　ー　ツ

市役所 TEL ２５−１１１１
FAX ２５−０２９９

ウィズゆくはし TEL ２３−１１１１
FAX ２２−２９０３

中央公民館 TEL ２２−３９１１
市民体育館 TEL ２４−４０００
研修センター TEL ２５−３３５５

コスメイト行橋 TEL ２５−２３００
FAX ２５−１４５６

サンワークゆくはし TEL ２４−８８１１
シルバー人材センター TEL ２６−３３５５
中山グラウンド TEL ２４−５８５９
行橋市体育協会 TEL ２５−８２２２
男女共同参画センター TEL ２６−２２３２
行橋赤レンガ館 TEL ２３−７７２４

福岡県新規就農
就業相談会 in 北九州

募　集
無　料

裁判所サマースクール

催　し 橋本 邦洸の
夢尺八コンサート in 行橋

催　し
無　料

 福岡の広報紙展 伝えたい！  

 知ってほしい！行政の取組み 

相　談
無　料

相　談
無　料

高次脳機能障害家族
支援相談会

募　集 九州・山口共同インター
ンシップ参加者募集

催　し
無　料

サンドレリーフ（ガラス）と
パステルアートの二人展

催　し サマーフェスティバル　
in 築城

　九州を拠点に活躍するアーティストの
作品を一度に展示した「美の鼓動・九州」
クリエイター・アーカイブが九州産業大
学美術館にて開催中です！
　九州産業大学美術館　　092-673-5160　
■会期：7 月 30日（日）まで
■開館時間：10 時～ 17時
　　　　　　（入館は 16時 30分まで）
■休館日：月曜日（7月 17日祝は開館）
■会場：九州産業大学美術館
　　　　（福岡市東区松香台 2-3-1）

　九州産業大学が
制作するテレビ番組
「美の鼓動・九州」
（テレビ西日本にて
毎週日曜日 11時
45分から放送中）
では、九州で活躍す
る芸術家を取り上げ
ています。

Information
☆展示会では出演クリエイターの中から、
選りすぐりのアーティストたちをご紹介します。

AKIHITO〈Elegant Medusa〉



防災行政無線の放送内容は、
０120-88-1984および
　　０120-77-1984（増設分）で確認できます。

【通話料無料、携帯・PHS 通話可能】

次
号
（
７
月
15
日
号
）
の
発
行
日
は
７
月
18
日
（
火
）
で
す
。

市報ゆくはし７月１日号は、２７，２５０部作成し、１部あたりの印刷単価は 3 ８．４４８円です。

ゴミの動き

（５月分）
 可燃ゴミ
　● 1,971t
 不燃ゴミ
　● 96t
 資源ゴミ
　● 53t
 １人当たりのゴミ
　● 28.2 7 kg

【前月比】
 可燃ゴミ
　● 2 8 6 t 増
 不燃ゴミ
　● 1 7 t 増

【前年同月比】
 可燃ゴミ
　● 160 t 増
 不燃ゴミ
　● 3t 減

 行橋京都休日・夜間急患センタ－ 
　　東大橋 2-9-1 TEL：26-1399

■歯科（受付時間）：日曜・祝日　9 時〜 17 時
■内科（受付時間）
　月曜〜金曜日　　  19 時 15 分〜翌朝 5 時 45 分
　土曜・祝日の前日  19 時 15 分〜翌朝 9 時
　日曜・祝日　昼間    9 時〜 17 時 45 分
　　　　　　　 夜間  19 時 15 分〜翌朝 5 時 45 分
■小児科（受付時間）
　月曜〜金曜日　　  19 時 15 分〜 22 時 45 分
　土曜・祝日の前日  19 時 15 分〜翌朝 9 時
　日曜・祝日　昼間    9 時〜 17 時 45 分
　　　　　　　 夜間  19 時 15 分〜 22 時 45 分

油木ダム貯水量
（６/22 現在）

現在貯水量
4,377, ３00t
総貯水量

14,450,000t

貯水率 … ３ 0 .3％

今月の納期【 ７月 】

～ 納付は便利な口座振替で ～

◆国民年金保険料  ６月分
◆固定資産税  第２期
◆国民健康保険税  第１期
◆後期高齢者医療保険料  第１期

人の動き

平成 29 年
 ５月末現在

（住民基本台帳より）
人口 73,122 人
　男 35,017 人
　女 38,105 人
　世帯 32,045

【前月比】
　人口 49 増
　世帯 47 増

　

その１　橋 本 雅 邦　「 龍 虎 図 」

※休日相談医は変更になる場合があります。
テレホンサービス TEL 24-4141でご確認ください。
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橋
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は
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明
治
期
に
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し
た
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本
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家
で
す
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明
治
維
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後
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岡
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明
治
22
年
に
東
京
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学
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現
・
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京
藝
術
大
学
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が
、
開
校
す
る
と
絵
画
科

の
主
任
教
授
に
就
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同
校
で
は
、
横
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大
観
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下
村
観
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ん
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春
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し
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ち
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代
日
本
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を
牽
引
す
る
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匠
に
大
き
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ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
彼
ら
と
と
も
に
日
本
美
術
院
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設
に
参
加
し
、
日
本
画
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ら
な
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発
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こ
の
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明
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宮
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庁
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丸
尚
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所
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荒
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す
。
新
た
な
日
本
画
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開
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に
挑
ん
だ
雅

邦
の
試
み
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
作
品
で
す
。
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第 1 回 寄贈された増田コレクション秀抜展
－絵画・彫刻・陶磁器－

　行橋市増田美術館では、増田博さんから寄贈され
た作品のうち、これまで展示機会の少なかったもの
を中心に選んだ絵画、彫刻、陶磁器を紹介展示して
います。9 月 18 日（月・祝）まで開催中です！

【入館料】一般 500 円
　　　　 高校生・大学生 300 円
　　　　 中学生以下は無料

山崎朝雲の木彫

▲

各種相談・休日相談医（7/1～ 7/30）
７月
   ２日　かたおかクリニック（TEL24-8000)
　　　　橋本医院（TEL25-6262)
   ６日　年金出張相談（予約制 TEL093-471-8873）
　7 日　補聴器相談（市役所 202 会議室、13 時～ 15 時）
　 ９日　三木内科クリニック（TEL23-5506)
 12 日　弁護士相談（予約制 市社協 TEL23-1111）
 13 日　行政相談（市社協 TEL23-1111）
 14 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課 内線 1223）
 16 日   新行橋病院（TEL24-8899)
 17 日   京都病院（TEL32-2711)
 18 日　補聴器相談（市役所 202 会議室、13 時～ 15 時）
 21 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課 内線 1223）
 23 日   佐藤整形外科クリニック（TEL24-3313)
 24 日　出張労働相談（TEL093-967-3945)
　　　　交通事故相談 ( 市役所 306 会議室、10 時～ 15 時）
 26 日　行政書士市民相談会（市役所 301・302 会議室）
 27 日　子育て女性就職相談（予約制 TEL093-533-6637） 
 28 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課 内線 1223）
 30 日   長部医院（TEL22-3470)
            行橋南眼科（TEL26-2570)


